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案
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決
）
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二
百
四
寸
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力
五
千
円
で
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織
訓
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㎜
神
川
中
学
板
し
舎
増
築
に
事
の
請
負

号
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約

の戴
三
い
て
＝
（
原
案
可

　
　

㎜

月　
　

㎜
決
）
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請

負
金
誓
九
＋
万
円
黍
羅
か

　
　

㎜
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札
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㎜
※
　
議
案
第
五
↓
五
：
り

　
　

㎜
池

田
中
学
枚
校
舎
増
築
工
事
の
請
負

　
　

㎜
契
約
の
締
糺
に
っ
い
て
1
1
（
原
案
可

　
　

㎜
決
）

㎜
請

負
合
額
七
十
九
力
五
千
円
で
根
占

㎜
町

の
徳
留
川
が
浩
札
。
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五
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ハ
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㎜
宿
利
原
中
学
枚
杜
舎
増
塾
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事
の
請

㎜
負
契
約
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締
結
に
つ
い
て
n
（
原
宰

川
可
卜
、
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㎜
百

三

ト
ム
万
ハ
千
円
で
鰐
込
細
か
洛

’
駕

一

㎜
※
璽
孕
じ
り

㎜
大
根
占
小
学
し
危
険
校
斤
改
箏
じ
事

㎜
の

山
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
＝

卿
原
案
川
決
）

㎜
千

三

白
L
十
e
力
円
で
鹿
9
1
品
巾
の

㎜

田
中
組
が
落
札
。

㎜
※
秦
響
£
り

而撮
カ
ポ
。
プ
の
購
人
契
約
轄

㎜

に

つ
い
て
＝
＝
（
原
案
可
決
）

㎞鵬
可

搬
動
力
ポ
ソ
プ
ニ
ム
ー
－
を
五
十
五
万

㎜
円
で
塊
児
島
巾
の
武
田
ポ
ソ
プ
K
K

㎜

か
ら
購
人
。
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川
】
％
　
　
　
“
ノ
　
ー
　
　
一

氏
を
選
任

港
沈
修
築
事
業
費
債
の
増
額
に
つ
い

て
1
1
〔
原
案
呵
決
）

tr
　
s
5
円
以
内
を
白
二
十
万
円
に
増
榔

し
た
も
の
。

〉

夕
　
℃

瀬案
第
‥
ハ
－
“
－
：
り

大
根
占
川
教
育
委
貝
会
の
組
織
に
関

す

る
条
例
の
W
1
1
（
原
案
川
パ
）

※
　
　
t
蝋
か
に
第
‥
ハ
r
1
：
り

利
了
仙
給
及
び
損
久
補
償
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
＝
（
原
案
可
凶
、
）

大
根

占
町
農
業
協
同
組
合
と
の
間
に

利
子
袖
給
及
び
損
火
補
償
契
約
を
締

紀
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

W牢
　
一
議
※
第
‥
ハ
十
二
り

ぷ
案
弟

六
十
一
弓
と
同
じ
く
相
下
方

が
神
川
農
業
協
同
組
合
。

右
二
件
の
理
由
1
1
生
産
牲
の
低
い
農

業
粁
営
の
改
出
を
図
る
に
は
現
在
及

び
け
来
に
お
い
て
国
民
の
倉
糧
消
費

の
最
も
仲
び
る
家
畜
の
生
産
を
振
興

す
る
こ
と
が
哩
緊
の
施
策
で
あ
り
，

県

に
お
い
て

は
昭
和

三
十
互
年
度
よ

り
有
畜
哲
農
振
興
刈
策
事
業
資
金
制

度
を
設
定
単
刊
農
業
協
同
組
合
が
本

事
業
に
劔
資
す
る
貸
日
含
に
対
し
、
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巾
川
川
力
力
う
加
r
相
陥
K
1
1
ー
カ
川

助

す
る
制
度
を
設
け
大
根
－
日
及
ひ
沖

川
農
協
に
お
い
て
も
農
家
の
粁
済
振

興

を
同
る
た
め
本
嚇
7
を
実
施
す
る

の

で
、
本
町
に
お
い
て
も
本
制
度
を

利
川
し
て
紅
“
の
改
」
杜
に
踏
切
ら
ん

と
す
る
農
家
の
意
慾
を
伸
張
さ
せ
、

本
町
畜
産
振
興
を
促
巡
せ
し
め
る
た

め
本
契
約
を
締
結
せ
ん
と
す
る
も
の

※
　
　
議
案
第
⊥
ハ
十
1
1
一
日
り

昭
和
三
十
六
年
度
歳
入
歳
出
山
加
史

正
予
算
（
第
三
回
）
に
つ
い
て
＝
＝

（
原
案
可
決
）

追
加
予
算
額
、
　
山
ハ
I
N
I
二
十
｝
九
万
余
山
口

累
叶
．
p
符
額
、
九
千
九
百
六
十
六
万

余
円
と
な
り
ま
す
。

追
加
史
生
予
算
内
’
什
‖
判
別
川
‘
川
債

等
繰
L
偵
口
題
費
二
百
⊥
ハ
ず
刀
五
千
円
、

県
枯
上
木
事
某
負
担
令
白
十
ヒ
カ
円

久
宇
刈
策
事
業
費
L
十
L
力
二
千
円

尉
心
r
“
培
碓
W
㎡
川
W
係
九
貝
］
ハ
十
二
力
円
、

家
畜
巾
場
P
留
場
施
設
費
三
十
八
万

三
千
円
、
大
豆
作
改
吉
指
定
施
設
費
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借

入

れ

希

望

者

は
早
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
作
農
維
持
創
設
資
金

　

ご
承
知
の
と
お
り
，
農
業
委
員
会

に
お
き
ま
し
て
は
、
自
作
農
維
持
創

設
資
今
の
貸
付
事
務
の
一
部
を
取
扱

っ

て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
今
迄
に
部
落
長
さ
ん
や

農
業
委
口
（
笥
を
通
じ
，
た
び
た
び
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
か
、
本
制
度
が

以
制
化
さ
れ
た
人
る
昭
和
三
十
年
頃

に
比

ぺ
ま
す
と
、
借
入
希
望
者
が
1
1

野
接
誤
騨
麗

備
争
業
費
は
汕
百
六
十
二
万
ヒ
千
円

等
で
あ
り
’
そ
の
大
部
分
か
律
．
設
事

穿
仕
し
し
な
っ
て
お
り
寸
す
。
　
方
紮

人

に
お

き
生
し
て
は
、
地
方
乏
日
仇

二．

白
し
ー
一
カ
ノ
p
／
、
財
吋
取
入

白
五
ー
L
力
万
千
円
、
県
支
出
金
六

ー
斤
力
・
、
T
円
雪
か
そ
の
お
も
な
も

の

で
す
。

〉
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議
箒
旬
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ハ
－
－
g
：
？

特
別
会
」
．
F
η
の
史
f
の
み

ぷ
ハ
議
案
弟
L
ハ
ユ
ー
五
パ
リ

町
有

財
κ
（
建
物
）
の
絢
附
に
つ
い

て
：
＝
　
（
原
案
可
決
）
旧
営
林
習
月

く
－
：
建
物
（
木
造
平
家
建
瓦
力
一
棟
四

十
三
坪
）
を
県
に
寄
削
す
る
も
の
。

（
寄
附
の
自
的
1
1
柔
剣
泊
場
と
し
て

使
用
に
供
す
る
た
め
）

※
　
議
案
弔
六
十
六
弓

立

木
の
処
分
に
つ
い
て
‖
（
原
案
川

決
）
　
＝
大
根
占
小
学
板
し
挺
の
桜
一

本

せ
ん
た
ん

二
本
を
処
分
す
る
も
の

・

采
　
議
案
第
六
十
ヒ
U
り
及
び
議
案
第

ね

、
．
I
X
”
h

ノ

　
　
　
ノ
ー
ノ

者
へ
日
左
U
の
醜
付
に
つ
い
て
‖
（
原

穿
同
思
）
‖
あ
ら
た
に
二
名
増
貝
と

な
っ
た
教
育
委
員
に
円
込
二
二
氏
と

貴
島
新
也
氏
を
選
任
し
た
も
の
。
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t
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三

　
　
で
な
け
れ
ば
侶
入
れ
す
る
こ
と
は
で

　
　
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
例
の
農
業
基
本

　
　
法
の
成
立
に
と
も
な
い
ま
し
て
e
自

常
に
少
く
な
っ
て
い
ま
す
o

　
次
に
そ
の
大
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
希
望
者
は
熟
，
眺
の
う
え
す
ぐ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
記

一
、

ど
ん
な
人
が
こ
の
☆
金
を
借
ら

　
れ
る
か
。

今
迄
は
中
庸
規
模
以
ド
の
農
家
（
本

町
の
場
合
は
七
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

立
経
営
農
哀
の
育
成
強
化
を
は
か
る

べ
く
こ
れ
等
の
農
家
を
対
宋
と
し
て

貸

N
さ
れ
ま
す
の
で
別
に
耕
作
面
積

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
ど
ん
な
種
煩
の
資
金
が
あ
り
ど

　
ん
な
条
刊
が
必
要
か
。

の

自
作
地
取
得
資
金

　
　
他
か
ら
m
ま
た
は
畑
（
台
帳
血

　
は
山

で
あ
っ
て
も
現
況
が
田
か
畑
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1
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＝
か
ら
十
1
月
十
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サ
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な
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す
　
1
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子
人
ミ
く
じ
一
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を
川
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ー
さ
ん
　
仙
り
か
ご
を
ー
丁
に
し
か
け
る
　
㎜

一で鷲
ザ
あ
り
ま
三
惑
の
全
目
…
に
」

詩
㍊饗
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鵠
苫
Z
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苔
　

：
i
、

ネ
ス
ミ
が
住
む
と
こ
ろ
と
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
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で

あ
れ
ば
よ
い
）
を
買
入
れ
る
た
　
　
た
め
の
資
令
で
町
長
の
発
行
す
る

　
め
の
資
金
で
、
こ
れ
に
は
県
知
事
　
　
証
明
が
必
要
で
す
。

　
の

田
畑
の
七
買
の
泊
川
が
＊
t
　
E
Y
で
　
①
叛
病
負
悦
に
よ
る
資
全

　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
放
の
者
が
叛
病
負
悦
に
か
か

L
S
．
小
作
地
収
得
資
十
　
　
　
　
　
　
　
り
’
そ
の
治
療
費
に
要
す
る
た
め

　
　
現

4
1
小
作
し
て
い
る
農
地
を
自
　
　
の
資
合
で
こ
れ
に
は
医
帥
の
証
明

　
作
化
す
る
た
め
の
資
金
で
’
同
様
　
　
が
必
要
で
す
。

　
県
知
狂
の
」
呵
か
必
要
で
す
。
　
　
三
、
年
刊
　
五
分

　

（
こ
の
泊
川
に
つ
い
て
は
代
穴
口
で
　
四
、
貸
付
限
度

　
手
杭
き
し
て
く
れ
ま
す
一
　
　
　
　
　
最
底
五
万
円
、
最
高
三
十
万
円

◎
相
続

資
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
貸
付
期
間

　
　
ぷ

産
旧
糺
に
よ
る
贋
地
の
川
分
　
　
最
晶
二
f
勺
、
据
置
は
三
年
以
内

　
化
を

防
止
す
る
た
め
の
質
乍
で
仙
　
右
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

　
の

；
ハ
同
相
札
人
の
同
層
1
1
日
が
必
要
　
希
望
菖
は
8
8
、
4
麦
U
会
事
務
局
か
8
8

　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
委
日
の
方
に
聞
い
て
、
す
ぐ
巾
込

θ

災
害
に
よ
る
資
金
　
　
　
　
　
　
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
台
風
そ
の

他
の
災
害
に
よ
り
8
2
　
※
部
落
長
の
方
々
に
は
こ
而
倒
で
す

　
作
物
、
家
屋
等
に
大
き
な
被
害
を
　
が
、
巾
込
み
期
m
を
十
一
月
六
n
ま

　
受
け
’
そ
の
復
旧
資
金
に
要
す
る
　
で
に
延
期
し
ま
す
。

丁鯖
婿
選
聾
『
餐
．
．
曉
畦
．
壁
…
一

縦
覧
期
旧

　
　
縦
覧
場
所

困

あ
な
た
の

ま
ち
が
い
な
く
生
か
す
た
め
に
ぜ
ひ
た
し
か
め

　
　

て

み
ま
し
ょ
う
。 十

1
月
五
日
か
ら
㎜

十
1
月
十
九
日
ま
で
　
㎜

町
役
場
内
選
管
事
務
局
㎜

一

票

を
　
　
　
　
　
㎜

大
根

占
町
選
亭
管
理
委
員
会
　
㎜

（1）～
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旧
軍
人
、
軍
属
に
加
算
恩
給

広

　
今

ま
で
川
軍
人
や
軍
属
に
κ
口
さ
オ

　
　

て

い
た
恩
給
は
、

　
　

月
三
十
一
日
ま
で
に
国
L
給
を
受
け
る

政

権
利
の
裁
定
を
受
け
て
い
た
人
だ
け

　

　

で
し
た
。

　
㎜
そ

し
て
こ
れ
ら
の
受
給
者
の
恩
給
は

　
川

受
け

る
こ
と
の
で
き
る
圧
礎
年
川
が

　
㎜
実
際
に
在
職
し
た
年
限
に
限
ら
れ
て

　
㎜

い
た
も
の
で
す
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
’
今
度
制
定
さ
れ
た
加

　
㎜

算
恩
給
は
、
時
期
（
支
那
事
変
や
太

　
㎜
平
洋
戦
争
な
ど
の
区
別
）
や
従
軍
し

　
㎜
た
地
域
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ

　
㎜
り
ま
す
が
、
各
個
人
の
軍
歴
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十

月

十
月
一
1
1
か
ら
旧
軍
人
、
軍
属
に

r加
算
恩
給
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
．
＝
．
：
；
．
　
u
t
，
　
n

　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
一
年
一

一

日
か
ら
施
行

て
年
数
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て

い
ま
す
。

　

た

と
・
二
ば
’
い
ち
ば
ん
有
川
な
例

で
は
．
↑
叉
那
“
変
に
従
軍
し
て
戦
地

に
一
年
い
た
人
は
’
そ
の
一
年
に
加

算
年
が
三
年
っ
き
川
．
際
に
肋
め
た
一

年
を

合
わ
せ
て
四
年
間
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

こ
の
四
年
と
ほ
か
の
仔
職
年
川
が
加

わ
っ
て
只
給
の
資
格
年
川
が
得
ら
れ

る
わ
け
で
す
。

　
　
受

給
で
き
る
年
限
は

　
以

ヒ
の
よ
う
な
算
定
川
準
を
も
と

に

し
て
「
兵
、
ド
ヒ
官
以
ヒ
は
L
l
l

年
」
　
「
準
ピ
官
以
ヒ
は
十
二
。
年
」
　
「

旧
軍
属
は
ト
七
年
」
に
川
し
た
カ
に

㎜

≡
エ
＃
言
三
＝
＝
t
l
l
t
l
l
t
l
L
1
1
1
U
U
I
1
1
M
M
l
f
l
l
l
l
≡
1
］
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
I
I
I
I
I
U
M
I
I
三
三
一
≡
l
l
l
I
I
T
r
t
［
1
1
1
1
I
l
l
一
l
l
l
l
l
l
t
l
l
m
l
＝

細

で
あ
り
ま
し
た
松
坂
、
笹
原
、
壱
崎
　
　

開通
ノS”　ス笹原線

言
川
幣
行
き
の
パ
・

ふ
運
行

が
詐
可
に
な
り
、

　

さ
る
ト
月
1
日
よ
り
運

　
転
さ
れ
ま
し
た
。

ギ
た
・
伯
利
原
線
も
す

　
で
に
開
通
さ
れ
て
い
る

　
た

め
、
こ
の
笹
原
線
川

ぽ
通
に
よ
り
本
町
全
域
が

　
巡

回
パ
ス
運
転
と
な
り

　
町

当
局
を
は
じ
め
関
係

呼
地
区
民
は
何
よ
り
も
L
f
［

吋
ん

で
い
ま
す
。

な

お
、
パ
ス
運
行
時
間
犬
は
次
の

と
お
り
　
　
（
笹
原
経
川
）

大
根
占
発
　
午
前
八
時

　
　
　
　

午
後
四
時
五
＋
分

池

田
発
6
プ
時
四
＋
五
分

　
　
　
　

午
毯
三
時
五
十
分

普
通
恩
給
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
受
け
る
人
が
亡
く
な

っ

て

い
た
場
合
、
あ
る
い
は
今
後
じ

く
な
っ
て
い
た
場
合
、
あ
る
い
は
今

後
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
そ
の
遺
族

に
扶
助
料
が
y
給
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
三
年
以
上
の
懲
役
禁
固

に
処

せ
ら
れ
た
と
か
、
国
籍
を
失
っ

た

と
い
う
史
格
事
川
の
あ
る
人
や
公

務
U
な
ど
に
は
こ
の
加
算
恩
給
は
適

要
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
加
算
の
種
類
や
加
算
程

哩

の

川
定
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
た
め
に

人

に

よ
っ
て
加
算
が
違
い
ま
す
か
ら

V
わ
し
い
こ
と
は
、
町
役
場
民
生
課

に

ご
川
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

波

平

組

A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

町

　
町
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
さ
き
に

臨
時
総
会
を
開
き
任
期
満
．
ー
の
役
d

改
選
を
お
こ

な

い
ま
し
た
。

　
新
役
員
は
次
の
と
お
り
、
な
お
組

合
長
に
は
波
平
　
繁
氏
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

理組
　合
事長

理
　
事

〃 ”　　　　　’ノ　　　　〃　　　　　ノノ　　　　〃　　　　　〃
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111L

事
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≡
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三
≡
一
一
一
≡
≡
≡
一
一
一
≡
l
l
l
l
t
l
三
≡
≡
三
≡
三
一
一
一
≡
≡
＝
一
一
一
一
≡
≡
一
一
一
一
一
一
三
l
一
M
h
M
I
M
M
I
I
≡
＝
≡
一
一
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
て

　
　
こ
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S
l
l
l
－
l
r
H
F
　
＝
＝
L
’
r
I
E
i
’
－
n
y
v
＿
t
l
t
I
r
“
－

　
町
漁

業
協
同
川
合
で
は
，
さ
き
に

沿
海
漁
業
振
興
策
と
し
て
川
ノ
［
、

弓
場
ド
、
鳥
浜
沖
の
三
箇
所
に
漁
単

一　
二
し
て
麗
を
作
．

沈
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
漁

協
で
は
昭
和
三
十
二
年
度
か

ら
県
と
町
の
川
助
に
よ
り
’
コ
ソ
ク

リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク
漁
単
お
よ
び
：
船

投
入
等
に
よ
る
振
興
策
と
し
て
、
そ

の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

た
。こ

の
築
磯
は
s
J
船
の

占
船
に
松
木
を
数
十

本
取
け
し
、
中
に
．
石

を
授
入

し
て
海
底
に

沈
め
る
も
の
で
六
処

の

占
船
が
三
ケ
所
に

口魚
、

’
．
s
．
：

長窃

臨

時

総

会

再

選

〉
テ
旺
‥
㍍
け
ぱ
伐
川
岩
中
の
仰
協
一

l
ー
．
，
＿
－
－
：
　
l

け
ノ
ニ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

ソば
”
・
は
タ
コ
ッ
ホ
竃
込
ん
　

：

で

L
－
v
レ
三
ろ
　
　
　
　

∵
三
い
ξ
は
ば
曇
・
・
∴

　

タ
コ
ツ
ボ
も

　

投
　
入

　
　
町

漁

協
で
は
、
山

　
　
之

口
、
神
之
浜
、

　
　
鳥
浜
沖
に
タ
コ
ツ

　
　
ボ
千
個
を
投
入
、

　

　

ま
た
試
験
川
に
百

　
　
個
を
投
入
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

た
投
入
．
巨
離
は
約
一

四
キ

ロ

（
式
験
川
）

と
し
・
ぷ
験
用
旦

個
は
十
日
お
き
に

採
集
し
て
ゆ
く
方
一

法
で
そ
の
成
果
が

　
期
待
さ
れ
ま
す
。

寄
生

虫
予
防

運
　
動

1
k
L
人
は
三
分
の
一

が
汀
生

虫
を
も
っ
て

い

ま
す
。
そ
こ
で
十

一
月
は
寄
生
虫
予
防

＝
川
で
す
か
ら
、
寄
．

生
虫
は
一
部
落
が
集
．

団
で
駆
虫
を
実
施
す
一

る
の
が
最
も
効
暇
的

で
あ

り
ま
す
か
b
特
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

に
ば

意

し
て
く
だ
さ

、
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

p

自
転
車
て
高
山
町
を
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
甲
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
戊

今
後
の
8
8
業
の
爪
む
べ
き
道
を
ぼ
‥
険

に
考
え
、
1
1
夜
川
究
に
肋
ん
で
い
る

神
川
古
年
学
級
生
卜
四
名
は
犬
る
十

月
二
＋
七
に
自
転
車
で
高
山
町
の
視

察
を
お
こ
な
っ
た
。

一
行
は
高
川
町
の
郷
ヒ
坐
に
つ
い
て

北

園
校
●
野
・
）
の
話
し
を
聞
き

校
区
青
年
学
級
生

波
見
川
区
の
ポ
ン
カ
ソ
園
を
視
察

し
た
あ
と
、
そ
の
川
山
点
に
っ
い

て

泊

川
汎
及
n
、
よ
り
説
明
を
間
き

大
い
に
川
樹
振
制
．
へ
の
意
慾
を
も

や
し
た
。

報版
母
校

に
贈
り
も
の

善
良
な
る
卒
業
生
か
ら

　
さ
る
十
月
六
口
池
川
中
学
杜
に
．

一
通

の
現

4
2
迭
金
川
封
書
が
届
き

ま
し
た
。

そ
れ
は
現
在
大
阪
の

工
場

で
仇
い

　
一
て
い
る
同
校
隼
業
生
二
寸
四
名
の

i広
．
代
表
者
「
大
園
き
く
の
」
さ
ん
か

一

　
　
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
中
に
は
現
金
一
万
二
千
円
と
一
通

　
　
の
便

り
が
し
た
た
め
て
あ
り
ま
し

た

が
、
学
校
で
は
、
さ
っ
そ
く
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

一

校
生
徒
に
こ
の
酵
び
と
簿
良
な
ポ
一

業
生
を
被
ろ
う
す
る
と
と
も
に
感
一

一

謝
の
・
量
坐
の
皆
・
ん
旦

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

礼
状
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
一

一

◎

新

し
い
紙
幣
と
の
一

　
　

交
　
換
　
条
　
件

　

百

円
札
や
千
円
札
な
ど
を
ジ
カ

に
ポ

ケ

ッ

ト
に
入
れ
’
う
っ
か
り

洗
た
く
し
た
時
な
ど
使
え
な
い
時

が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

　
こ

の

よ
う
な
時
は
、
日
川
へ
も
一

っ

て
行

け
ば
新
し
い
も
の
と
と
り
一

か

え
て
く
れ
ま
す
・
　
　
＝

囹

お

年
玉
つ
き
郵
便
＝

　
　
葉

書
の
発
売
は
「

　
　＋
1
月
十
五
日
か
ら
一
一

囹

教
職
員
異
動

退
職

大
根
占
小

　

敦
㎡
　
比
江
島
　
主
穂

新
採
川
　
大
根
占
小

　

教
論
　
今
隈
　
規
丸
、

●

～ （2）～



∵
、
国
憐
の
昌

　
側
　

日
本
も
他
の
メ
．
ん
だ
民
主
主
菰
の

　
㎜
川
々
に
な
ら
っ
て
福
初
国
家
と
す
る

　
㎜

た
め

に
、
み
ん
な
が
努
力
す
る
よ
う

　
川

に
な
り
ま
し
た
。

場
㎜
国
［
氏
年
令
制
度
も
社
人
云
保
恒
の
一
い

x
川
と
し
て
福
刈
川
．
4
ハ
え
の
U
を
開
き
日

肱
㎜
　
㎜
仁
人
は
－
1
1
で
も
邑
人
、
W
書
レ
臼
、
E

の

㎜
」
9
・
n
児
・
紘
と
s
“
e
“
“
，
J
L
k
h
s

政
㎜
合
に
、
年
・
亡
を
受
け
る
4
が
で
き
る

町
㎜
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

㎜
　
n
ニ
l
t
l
“
t
r
l
”
t
m
t
l
u
u
t
m
p
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こ
れ
ま
て
の

－
4
“
’
　
＝
本
人

も
力
命
か
の
ひ

て

老
人
が
増
え

現

白
ヒ
人
l
人

を
若
い
人
　
（
1
5

才
～
5
9
才
）
七

人

で
k
J
っ
て
い

る
司
堺
に
な
り

ま
す
が
’
今
の

若
い
人
が
七
人

に
な
る
㎏
は
1
2

い
人

二
人
で
老

人
を
荻
わ
な
け

れ
ば

な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
七

　
h
’
土
二
；
：
一
●
■
●
エ
＝
t
M
t
L
“

人
は
生
活
能
力
の
な
い
の
か
普
通
で

老
後
を
梨

し
く
暮
す
に
は
若
い
人
々

の
仇

き
に
川
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

の

で
、
将
来
は
い
よ
い
よ
若
い
人

に
大
き
な
負
川
が
か
か
る
事
に
な
り

ま
す
か
ら
、
若
い
g
け
る
う
ち
に
掛

全
を
し
4
8
来
若
い
人
々
に
の
み
頼
ら

ず

に
、
ピ
後
を
小
し
く
過
す
事
が
で

き
る
よ
う
に
と
い
う
目
的
で
国
民
年

全
制
以
は
坐
れ
た
の
で
す
。

　
　
二
、
被
保
険
呂

　
ふ

つ
う
佗
命
保
険
首
に
加
入
す
る

の
は
－
’
t
1
－
人
の
日
由
て
す
か
、
川
民
．
q

余
は
国
Q
K
　
〈
－
体
の
保
険
で
あ
っ
て
、

20

丁
以
十
5
0
r
ぶ
山
の
人
は
加
入
す

x
l
　
＿
：
か
日
仁
人
の
ん
1
5
と
た
っ
て
い

ま
す
。

夙

し
厚
℃
7
1
r
鴬
7
1
川
者
勾
－
に
加

人

し
て
い
る
人
は
加
人
で
き
ょ
せ
ん

川
し
、
（
川
占
d
r
法
の
川
川
を
，
，

け
て

い

る
人
の
配
n
菖
ノ
ー
1
川
一
円

☆
を
も
ら
つ
u
い
る
人
々
け
プ
、
ψ
に

よ
り
加
人
で
き
・
．
〈
す
o

　
　
三
、
保
険
川
と
d
’
戸
の
因
曲

　
保
険
川
，
は
四
ト
～
3
　
↓
・
ま
千
月
白

円
、
3
5
－
＝
以
－
q
L
　
．
：
十
円
と
k
っ

て

お

り
、
告
さ
ん
が
保
険
料
を
納
人

さ
れ
る
と
同
時
に
国
か
保
険
川
の
Y

g
を
負
川
し
ま
す
の
で
’
2
0
き
～
M

A
ま
で
の
人
は
．
1
1
1
1
ー
円
、
3
5
卜
以

の
た
し
に
●
な
か
。
た
：
－
－
：
　
D
い

紅
脇
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
国
民
目
十
の
場
人
1
1
は
現
れ
の

物

仙
水
叶
を
W
禅
と
し
て
文
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

物
仙
水
叩
の
ー
冒
に
よ
っ
て
η
十
川

も
引
き
ー
げ
ら
れ
る
お
を
法
律
で
規

止

し
て
い
L
す
、

i
に
勺
ー
1
川
度
発
況
　
目
筏
の
昭
和

三

ー
し
1
1
四
1
1
一
［
か
ら
は
庁
中
の

事
故
に
よ
り

ω②G
障
－
．
口
呂
に
な
っ
た
場
合
は
自
ド
ロ

年
金
7
～
川
i
巾
と
な
っ
た
場
へ
1
1
（
妻

と
ー
八
7
ト
渦
の
了
）
は
円
～

s
＝
　
s
L

山
児
の
み
の
川
川
山
と
な
っ
た
場

八
口

は

川
児
年
’
ド

　
保
防
料
の
，
別
納
に
ぱ
印
紙
に
よ
る

方
江
と
現
金
に
よ
る
方
ぴ
と
の
二
通

り
が
あ
り
ま
す
。

日
爪
に
よ
る
川
納
は
η
叩
仲
と
し
て

パ
，
同
1
1
1
1
ま
て
、
川
十
に
よ
う
川
合

ぱ

勺
単
侍
に
し
て
何
『
で
も
よ
い
＝

に

な
り
ま
す
。
川
し
被
保
険
呂
期
川

全
ぴ

を
前
納
す
る
場
合
は
η
単
仲
に

よ
ら
な
く
て
も
よ
い
。

前
納
に
つ
い
て
ぱ
川
紙
、
現
全
戸
川

引
－
は
同
じ
で
，
た
と
え
ば
、
3
5
↓

の
人

か
L
s
＝
分
加
納
す
れ
ば
E
、
惚
は

一
力
八
r
円
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の

k
J
’
　
I
R
I
I
千
九
百
円
で
す
む

下
に
な
り
、
2
－
上
の
人
か
全
期
問
分

前
納
す
れ
ば
実
際
は
六
力
．
イ
円
の

と
こ
ろ
を
二
力
一
．
了
五
1
1
四
ー
円
L
T

よ
い
事
に
な
り
ま
す
。

纏
秒
呉
勺
＋
を
支
，
す
る

　
　
ヒ
、
旧
民
年
全
の
し
く
み

　
川
O
。
1
ー
ド
L
〃
乙
人
に
な
っ
た
と
き

に

κ
令
目
↑
を
ば
ら
5
た
め
に
川
r

を
し
て
ゆ
く
の
で
す
か
’
そ
の
問
に

力
夜
こ
E
り
り
ー
η
↑
、
阿
P
口
句
全

1
　
　
～
　
を

：
．
　
“
r
g
　
．
T
　
．
L
、
口
児
1
1
倍
か
支
給
さ
れ

　
ξ
ノ
－

ま
す
こ
と
は
別
に
叩
し
述
べ
た
と
お

り
で
す
か
、
掛
十
を
L
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
掛
乍
を
L
な
か
っ
た
場

合
ま
、
乙
へ
口
η
十
ぱ
勿
、
㎜
こ
れ
ら
の

い
故
か
あ
っ
て
も
W
十
は
支
給
さ
れ

な
い
事
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
川
民
η
十
は
告
が
連
川
山
し
て

生
活
を
よ
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。　

以

－
仁
－
、
国
民
T
r
を
知
っ
て
お

1
三
三
・
三
三
，
二
一
三
D
三
三
D
三
｝
一
，
三
三
D
s
l
l
U
l
l
i
a
l
l
＝
三
，
三
三
，
l
l
［
≡
一
　
1
三
三
，
t
l
l
l
l
h
D
i
l
i
l
l
l
t
t
D
E
s
U
l
n
A
1
1
I
l
l
l
l
e
L
l
l
l
U
l
t
a
L
　
b
l
l
“
D
二
m
l
i
t
a
t
t
i
l
u
i
n
三
三
一
．
．

国
民
年
金
制
度
を
知
る
こ
と
が
『
だ
い
じ
P－一

F
I
I
I
三
4
三
三
4
三
一
三
‘
＝
三
4
三
三
一
一
4
三
三
U
l
三
三
4
1
1
I
U
I
［
U
・
三
4
I
I
I
三
4
・
＝
≡
三
唱
三
・
1
三
一
三
6
I
I
I
I
U
I
I
4
三
三
－
三
．
4
e
t
l
H
l
l
l
4
≡
I
l
l
l
V
i
U
I
I
I
4
I
I
U
I
I
I
‘

ヒ
の
人
は
二
白
二
十
五
円
が
1
人
1

ケ

月
分
の
保
険
壮
と
し
て
仙
み
ウ
て

ら
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
2
0
才
～
5
9
才
ま
で

か
け

る
と
皆
さ
ん
の
か
け
ら
れ
た
金

額

か
六

力
二
．
r
円
、
国
仲
負
川
四
か

三

万
一
千
五
白
円
、
訓
九
万
四
千
π

百
円
か
品
み
白
て
ら
れ
’
6
5
s
’
よ
り

（
6
0
“
－
か
ら
も
ら
い
た
い
力
は
割
引

し
て
6
0
を
か
ら
）
老
令
勺
金
と
し
て

一
生
支
払
わ
れ
ま
す
。

老
令
年
4
2
の
額
は
η
一
万
二
千
・
円
～

四

力
二
千
円
ま
で
、
そ
の
納
入
自
数

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
四
、
国
民
η
金
の
特
典
と
し
て

　
仏
パ
は
終
戚
後
の
イ
ソ
フ
レ
に
よ

り
戚
川
に
か
け
て
い
た
保
険
川
か
何

④㊦の

ゾ
知
と
な
っ
た
場
合
は
り
婦
η

金
が
支
給
さ
れ
る
。

小

日
r
世
出
（
祖
母
が
孫
を
x

つ

て

い

る
場
合
メ
は
姉
が
弟
妹

を
∬

っ

て

い

る
場
合
）
に
対
し

勺
U
r
午
十
か
－
r
？
S
F
さ
れ
ま
す

三
年
以
上
掛
全
し
て
死
亡
し
た

場
合
に
は
掛
令
の
年
数
に
応
じ

て

此
似

に
死

亡
一
時
金
と
し
て

（
百
千
川
－
－
五
力
二
千
円
）
文
給

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
老
令
年
金
n
的
で

か
け
て

ゆ
く
が
途
中
の
事
故
保

障
と
し
て
、
他
の
保
険
制
度
に

み
ら
れ
な
い
無
金
制
度
に
な
っ

て

い
ま
す
。

五
、
保
険
川
の
前
納

又
、
ー
W
分
川
納
し
た
人
が
ハ
々
－
－
後

に
厚
生
η
十
の
心
用
x
と
な
っ
た
助

く：
又

は
、
五
臼
後
に
死
L
し
た
場
合

は
筏
の
五
年
分
の
保
険
1
1
は
還
付
さ

れ
、
納
付
済
の
保
険
川
は
前
者
は
厚

ヒ
自
金
と
砥
算
さ
れ
後
呂
は
死
二

時
子
と
し
て
迫
放
に
支
1
6
さ
れ
ま
す

　
　
六
、
他
の
年
金
と
の
通
口

　
n
本
に
は
国
民
年
全
の
他
に
ー
の

η
金
制
旺
が
あ
り
ま
す
か
ら
農
業
を

し
て
い
る
人
か
厚
生
1
1
金
に
加
入
し

た

と
か
、
又
厚
生
年
令
を
掛
け
て
い

た
人
が
や
め

た
と
か
い
う
場
合
は
く
ノ

ま
で
乙
令
飾
全
を
輔
ノ
、
け
る
期
川
を
、
汕

た

し
て
い
な
け
れ
ば
脱
退
一
時
十
の

み

し
か
賢
え
な
か
っ
た
が
、
川
民
年

全
は
か
出
来
た
た
め
他
の
年
令
と
も

か

な
い
と
な
い
κ
い
こ
と
は
お
わ
か

り
い
た
だ
い
た
と
川
い
い
ま
す
か
’
や

や
も
す
る
と
1
1
分
の
こ
と
で
す
の
で

お

ろ
か
せ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

例
え
ば
、
年
金
の
保
険
れ
は
日
分
の

こ
と
だ
か
ら
’
保
険
川
を
珀
め
よ
う

と
納
め
な
い
と
＝
分
騰
F
だ
’
納
め

た

い

と
き
で
よ
い
の
た
と
解
釈
さ
れ

て

い

る
の
で
は
な
い
か
？

　
そ
こ
で
、
川
と
し
て
は
力
が
一
に

も
み
な
さ
ん
に
損
を
す
る
こ
と
の
な

い

よ
う
に
、
又
年
令
の
恩
忠
を
受
け

a
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
各
被

保
険
者
に
「
国
民
w
十
納
人
通
知
1
1
口

」
を

さ
し
ヒ
げ
た
次
第
で
す
。
そ
の

わ
け
は
、

　
一
、
こ
の
保
険
料
は
1
3
力
が
年
を

　
あ

り
、
ほ
方
は
必
ず
納
め
な
け
れ

　
ば

な
ら
介
い
U
務
か
あ
り
ま
す
か

　
ら
、
パ
冗
期
限
ま
で
に
納
人
さ
れ

　

な
い
と
き
は
、
朴
会
保
怜
出
弘
所

　
か
ら
納
入
牝
知
＝
：
か
発
行
さ
れ
’

　

な
お
ふ
納
の
と
き
は
国
祝
散
波
法

　
に

t
り
督
促
t
か
発
‥
1
1
さ
K
ま
す

　
そ

れ
で
も
木
紬
の
と
き
は
洲
納
処

　
分

か
な
さ
れ
，
延
淵
全
か
評
せ
ら

　
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

、
事
故
（
け
が
や
死
L
）
が
起
っ

　
た

と
き
、
η
金
を
も
ら
う
に
は
毎

　

月
の
保
険
川
が
．
各
納
期
毎
に
き

　
ち
ん

と
納
ま
っ
て
い
な
け
れ
は
な

　

り
ま
せ
ん
の
で
納
期
限
内
に
納
入

　
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な

さ
ん
は
、
老
後
の
た
め
に
、
事

故
の
た
め

に
、
備
え
て
、
こ
の
保
険

料
を
止
し
く
納
め
て
ゆ
か
れ
る
よ
う

お
す
す
め
致
し
ま
す
。

　
前
に
も
巾
し
十
げ
ま
し
た
よ
う
に

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
ど
う
し
て

も
困
判
で
あ
る
場
合
は
、
必
ら
ず
申

請
免
除
の
手
続
き
を
す
る
よ
う
併
せ

て

お
す
す
め
致
し
ま
す
。

ど
ぽ
は
週
は
．
納
ほ
鰯
貰
二

　

と
I
K
て
カ
ら
久
心
し
て
4
1
川
力

　
r
き
る
よ
う
国
民
自
・
r
法
の
見
め
　
一
．
－
・
－
・
ー
：
ー
．
＿
．
＿

L

n
り
・
川
蛮
取
す
・
・
の
て
一
出
牛
届
は
＋
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
‥
以
　
内
　
に

て
鵠
酬
部
謬螺
（
辿

一
山
す
る
「
国
民
含
録
簿
」
で
あ
り
一

一
ま
す
。
不
動
配
川
札
の
雌
り
記
を
す
　

一

蕊
恒
繊
慕
顯
蕊
辿

一
を

パ
明
す
る
場
合
、
成
年
に
此
し
一

一

賛
購
馴
雰
当
総
せ

一
分
関
係
を
」
朗
し
よ
う
と
す
る
場
一

一へu
に
早
速
必
要
と
す
る
の
が
一
戸
籍
一

で
あ
り
ま
す
。

一

ま
た
・
r
供
が
雀
れ
た
と
き
一

一
は
父
ま
た
は
川
か
ら
占
日
以
内
一

　
に
出
生
川
を
、
ま
た
人
か
死
亡
し

一
た

と
き
は
・
贈
の
2
が
七
L

一
以

内
に
死
亡
川
を
し
な
け
れ
ば
な
一

：

り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
－

一
届
出
霧
者
が
雪
の
苫
も
L

一
く
屈
出
期
間
内
に
届
出
を
し
な
二

言
酬
鑓
誌
哩
続
還

一
籍
届
出
に
よ
・
て
始
め
て
効
力
L

一
発
生
す

る
，
　
s
J
れ
ら
6
出
の
理

一膿
ほ
謬
部
誌
鵠
剖
辿

L
’
°
－
p
t
－
°
ー
…
ー
－
－
－
t
－
＝
L

～ （5）～

県
民
手
帳
が
参
り
ま
し
た
（
一
冊
百
円
一

申
込
み
は
早
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
町

役
場
総
務
課
広
報
統
計
係
へ
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造

林
補
助
の
申
込
み

と
松
く
い
虫
の
防
除

昭
和
三
十
七
年
春
植
造
林
で
五
ア
ー

ル
以

上
の
造

林
者
は
、
も
れ
な
く
森

林
組
合
へ
十
一
月
二
十
日
ま
で
に
造

林
地
の
字
、
地
番
、
造
林
者
名
を
記

入

の

う
え
、
苗
木
と
同
時
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
’
雑
竹
や
不
良
林
、
雑
山
改

植
等
も
県
の
経
済
振
興
七
ケ
年
計
画

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
松
山

の
大

敵
、
松
く
い
虫
は
一
日

も
早
く
駆
除
し
ま
し
苫
う
。

み
な

さ
ん
の
山
に
松
の
菓
が
赤
く
な

っ

て
枯
れ

る
の
は
、
全
－
ー
松
く
い
虫
　
な
お
一
本
の
枯
松
の
た
め
次
年
度
は

の
被
害

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
十
数
本
の
枯
松
を
出
す
こ
と
に
な
り

今
の
と
こ
ろ
松
く
い
虫
は
伐
採
し
皮
　
ま
す
か
ら
特
に
注
意
し
て
v
だ
さ
い

を
は
ぎ
焼
き
捨
て
る
よ
う
。

■
■
e
－
S
．
“
I
l
l
［
l
一
l
l
l
’
V
l
●
l
t
r
s
°
l
l
l
一
M
f
l
t
S
」
l
l
l
l
r
w
．
d
e
M
三
二
－
－
＿
■
1
－
l
r
－
”
N
．
，
1
≡
三
一
タ
」
・
●
■
．
－

　
　

は
ら
み
豚
に
栄
養
を

　
　
　
　
　
エ
サ
が
悪
い

と
子
が
少
な
い

畜産だより（1）

マ
の

小

家

畜
管
理

◎
　
．
士
豚
の
数
は
親
の
栄

養
に
此
例

春
先
き
早
く
子
を
産
ま
せ

よ
う
と
種
付
け
し
た
豚
は

こ
れ
か
ら
が
い
よ
い
よ
大
切
な
時
期

で
す
o

普
通
初
産
で
七
～
八
頭
、
二
産
以
後

は

こ
れ
よ
り
頭
数
が
増
す
の
が
本
当

で
す

が
、
そ
れ
よ
り
少
い
の
は
種
付

が
早
か
っ
た
か
1
0
豚
の
栄
長
が
悪
い

か
で
す
o

　
は

じ
め
は
数
多
く
は
ら
ん
で
も
栄

養
が
悪
い
と
腹
の
子
は
育
た
ず
黒
子

（
死
産
）
に
な
る
か
、
子
宮
か
ら
吸

収

さ
れ
て
し
ま
っ
て
生
ま
れ
る
数
が

少
く
な
る
。

　

人
閥
と
ち
が
っ
て
母
豚
は
自
分
の

栄
衣
に
応
じ
て
産
児
制
限
゜
す
る
と
考

え
て
よ
い
の
で
す
。
ま
た
子
が
κ
れ

て

五
十

日
～
六
十
日
も
乳
を
の
ま
せ

る
、
そ
の
間
の
栄
養
も
種
付
前
や
妊

娠

中
に
貯
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
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［
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＝
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、
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I
l
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、
l
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［
l
i
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＝
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三
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l
］
［
l
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＝
≡
H
I
I
、
一
≡
U
l
l
U
－
三
≡
三
、
．
≡
1
“
1
1
，
、
l
i
U

　
　
甜
葉
は
台
風
十
八
号
に
よ
っ
て
少

㎜
し
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
’
栽
培
者

㎜
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
快
復

㎜
し
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
が
、
次

㎜
の
点
に
つ
い
て
徹
底
し
た
管
理
を
し

㎜
て

い
た
だ
き
「
目
的
で
あ
る
牧
駄
の

㎜
増
大
」
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い

㎜
も
の
で
す
。

㎜

一
、

間
引
を
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

㎜
最
終
の
株
間
を
＋
｝
I
S
－
1
l
＋
s

㎜
と
す
る
こ
れ
葉
茜
三
枚
で

㎜
終
る
よ
う
に
す
る
・

㎜
二
、
除
．
早
、
追
肥
、
中
耕
も
あ
わ
せ

㎜
て

や

り
芒
よ
う
・

㎜
提
は
九
月
＋
吾
以
前
に
x
＝

酬
の

も
の
は
●
一
回
を
＋
ア
，
ル

　
当
り
硫
安
十
七
晦
ま
た
は
尿
素
七
　
三
、
病
虫
古
の
防
除
に
心
が
け
ま
し

　
晦
を
菓

に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
畦
間
　
　
よ
う
o

　
に

ふ
っ
て
金
か
ぎ
等
で
中
耕
す
る
　
　
1
3
に
害
虫
（
葉
を
た
べ
る
）
発
生
が

　
但
し
’
こ
の
際
肥
料
を
か
ぶ
せ
る
　
　
多
い
の
で
、
良
く
見
廻
り
発
生
し

　
目
的
で
中
引
き
等
で
上
奇
せ
を
す
　
　
た
ら
速
や
か
に
、
D
D
T
乳
剤
四

　
る
と
株
間
に
セ
が
入
り
、
立
枯
病
　
　
百
倍
ま
た
は
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス

三
こ
゜
°
r
v
．
－
－
b
，
…
三
三
：
・
°
°
a
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－
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－
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－
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4
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．
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．
t
・
・
～
．
＿
・
－
－
1
．
J
k
t
．
L
t
l
w
y
㊨
L
・

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
補
植
は
お
く
れ
て
い
る
が
’
次
の

　

こ
と
に
留
意
し
て
v
だ
さ
い
。

　
直
根
を

な
る
べ
く
切
ら
ぬ
よ
う
に

　
し
て
、
植
穴
を
竹
か
杭
で
堀
り
、

　
補
植
苗
は
葉
を
切
っ
て
深
植
に
な

t
4
t
i
l
l
l
t

二
7
’
A
b
”
”
°
・
l
t
＾
．
－
．
．
．
～
b
”
°
＝
．
一
一
；
．
．
．

甜
菜
（
ビ
ー
ト
）
栽
培
の
し
か
た

N
”
”
；
，
．
V
－
，
．
n
a
　
・
．
，
’
、
二
．
．
　
　
；
－
・
＝
；

　
に
な
っ
た
り
生
育
が
悪
く
な
る
の

　
で
絶
体
に
土
寄
せ
は
や
ら
な
い
よ

　
う
に
。

　
　
台
風
後
の
播
付
け
分
は
、
硫
，
安

　
卜
五
㎏
ま
た
は
、
尿
素
五
対
を
追

肥
す
る
。

；
～
　
」
三
”
’
M
　
　
二
三
一
．
．
’
～
．
．
　
」
三
＾
…
．
．
～
．
…
一
・
三
．
．
～
．

あ
る
い
は
、
E
P
N
乳
剤
千
倍
液
　
ら
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

を

か
け

る
一
寸
油
断
す
る
と
二
～

　
三

日
の
問
に
薬
の
ス
ジ
だ
け
残
る

　

こ
と
が
あ
る
の
で
充
分
気
を
つ
け

　
る
。

四
、
枠
立
　
少
い
も
の
は
、
補
植
を

◎
　
煙
草
の
増
反
計
画

　
　
　
に

つ

い

て

専
売
公
社
で
は
煙
躯
の
消
費
“
甲
の
向

上
に
伴
い
三
ト
七
年
度
は
大
巾
の
増

制
＝
＝
、

三
三
＝
、
i
m
三
二
≧
≡
1
1
V
i
i
一
≡
三
x
≡
三
≡
y
m
≡
三
・
一
三
三
＝
－
v
N
M
．
I
L
，
1
1
1
［
I
I
［
I
i
－
’
l
l
＝
H
l
l
i
、
三
三
＝
≧
一
三
＝
、
三
三
三
、
i
L
L
［
＝
三
≡
1
］
l
l
，
、
＝
n
m
＝
、
三
三
、
≡
m
［
一
7
、
三
≡
i
l
i
－
［
I
U
M
I
I
i
i
、
≡
三
三
≧
≡
一
1
1
L
、
l
H
l
l
l
I
U
t
［
1
1
1
I
I
I
＝
、
＝
三
≡
、

反

d
画
を
持
っ
て
居
り
、
本
町
も
三

十
六
年
度

九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
三

十
七
年
度
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
反

す

る
事
に
〔
標
を
も
っ
て
町
内
各
団

体

を
一
本
化
し
て
煙
草
増
反
推
進
協

議

会
を
設
け
、
各
部
落
毎
に
推
進
し

て

い

ま
す
。
煙
草
は
町
の
8
8
産
物
売

ヒ
代
金
の
中
で
最
も
高
い
し
各
農
家

で
は
牧
入
の
主
軸
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
現
段
階
で
他
の
機
産
物
中

反

当
収
入
が
煙
草
以
上
の
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
尤
年
か
ら
栽
培
法
も
省
力

す
る
し
其
の
外
増
反
の
施
策
が
取
上

げ

ら
れ
収
納
価
格
引
上
げ
も
見
込
ま

れ
て
居

り
ま
す
。
努
め
て
出
来
る
籟
，

囲
内
の
増
μ
に
協
力
下
さ
い
、

　　
●
三
、
三
三
三
一
三
董
≡
l
i
l
l
i
－

㊦

骨
身
を

け
ず

る
母
豚

　

は

ら
ん
だ
ほ
に
は
う
ん
と
栄
八
を

や
る
こ
と
ぐ
ら
い
．
川
で
も
気
が
つ
く

し
か
し
叩
カ
ラ
イ
モ
、
フ
ス
マ
、
穀

類
を
▽
く
や
る
だ
け
で
は
だ
め
で
す

魚
粉

や
魚

の
ア

ラ
大
・
ば
粕
な
ど
の
タ

ソ

バ

ク
質
を
特
別
に
ふ
や
す
こ
と

（全
体

の
五
分
か
ら
一
割
程
度
）
さ

ら
に
重
．
要
な
の
は
、
ア
の
骨
や
体
を

っ
く
る
鉱
物
質
（
石
灰
、
リ
ン
サ
ン

鉄
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
）
が
不
足
し

な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

◎

青
草
を

充

分
に
や
る

こ
と

　
こ

の
不

足
が
ち
な
鉱
物
質
や
ビ
タ

ミ
ン
を
A
1
5
む
の
は
、
青
草
や
野
菜
、

マ

メ
科
の
若
草
が
よ
い
が
あ
ま
り
岡

い
栄
養

の

な
い
も
の
は
と
く
に
妊
娠

中
は
禁
物
で
す
。

（腹
一
ば
い
に
な
り
他
の
栄
養
物
が

と
れ
な
い
。
）

ま
た
、
栄
養
が
あ
る
フ
ス
マ
、
ヌ
カ

類
、
油
粕
な
ど
は
み
な
酸
性
だ
か
ら

中
和
す
る
意
味
に
お
い
て
も
冴
草
や

野
菜

は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
但

し
、
中
和
だ
け
な
ら
コ
ロ
イ
カ

ル
で
も
よ
い
。
）

◎

流

産
の

原

因
を
な
く

す
る

　

流

産

の
原

因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
エ
サ
の
中
に
．
白
灰
分
が
．
F
足

す
る
と
川
の
凡
1
1
も
9
9
く
な
り
、
ア
プ

ラ
肥
り
に
な
っ
て
、
あ
と
の
お
産
が

続

か
な
く
な
る
。
ま
た
生
れ
た
．
仁
Ψ
．

占
白
く
育
ち
も
想
い
で
す
。

　

◎

寄
生
虫
の
見
分
け
方

　

だ

ん
だ
ん
右
慾
が
お
ち
る
。

　

一
般
的
な
方
法
と
し
て
は
、

①
寄
生、

虫
の
始
め
は
む
し
ろ
丘
慾
が

　
出
ま
す
が
、
病
勢
が
す
す
む
に
つ

　

れ
て

食
慾
が
な
く
な
る
。

②
21

血
を
お

こ
し
ヒ
フ
が
†
：
白
く
ツ

　
ヤ

が
な
く
な
る
。

③

エ
サ
を

い
く
ら
や
っ
て
も
発
育
が

　
悪
く
豚
が
い
じ
け
て
く
る
。

④
し
ば
し
ば
回
虫
が
フ
ン
と
出
て
く

　
る
。

⑥
や
た

ら
に
土
を
堀
り
r
石
コ
ロ
、

　
杜
、
羽
目
板
等
を
こ
の
ん
で
か
じ

　
る
。

⑥
水
を
ほ
し
が
り
’
エ
サ
の
水
を
よ

　
く
吸
う
よ
う
に
な
る
。

⑦
そ

の
他
下
痢
便
泌
嘔
吐
等
を
お
こ

　
し
や
す
い
。

◎

営
農
設
計
は

施
肥
設
計
か
ら

　
数
年

来
、
腿
家
経
済
の
斗
画
化
を

目
標
に
全
国
の
農
家
が
営
戸
設
計
を

立
て
こ
れ
を
実
行
す
る
運
動
が
准
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
営
艘
設
計
の
中

に

は
、
い
ろ
ん
な
作
物
の
栽
培
や
家

畜
の
飼
育
技
術
、
こ
れ
に
と
も
な
う

労
力
や
資
材
資
金
．
を
ど
う
し
て
千
に

入
れ

る
か
な
ど
の
問
題
が
へ
1
4
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
万
細
な
農
芋
，
朴
営
で

は
営
農
と
生
活
を
切
り
は
な
す
こ
と

も
む
ず
か
し
く
、
一
度
に
す
べ
て
を

総
、
へ
口
的
に
い
画
を
た
て
ヂ
、
行
す
る
と

い
う
こ
と
よ
り
も
’
段
階
を
紅
て
実

行

◎
・
苔
ξ

～ （4）～


